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お～見える見える

写真：金環日食観察会 ( 塩原中 )

眼鏡の奥は
　　3分間の宇宙の奇跡



平成24年6月5日号 平成24年6月5日号 23

　
標
高
１
８
４
９
㍍
の
高
さ
を
誇

り
、
栃
木
百
名
山
に
数
え
ら
れ
て

い
る
日ひ

る

が
留
賀
岳
で
５
月
12
日
、
開

山
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
６

時
30
分
、
塩
原
八
幡
宮
の
宮
司
が

到
着
す
る
と
、
登
山
口
に
あ
る
鳥

居
の
前
で
登
山
客
、
観
光
協
会
・

警
察
な
ど
の
関
係
者
約
60
人
が
集

ま
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
山
の
安
全

を
祈
願
し
ま
す
。

　
日
留
賀
岳
へ
の
登
山
口
は
中
塩

原
に
あ
る
小こ

や
ま山

吉よ
し
の
ぶ信

さ
ん
宅
の
敷

地
内
に
あ
り
ま
す
。
小
山
さ
ん
は

日
留
賀
岳
の
頂
上
に
祠
が
建
て
ら

れ
た
平
成
４
年
か
ら
山
守
と
し
て

登
山
口
や
登
山
道
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
登
山
客
の
た
め
に

自
宅
の
敷
地
を
開
放
し
、
約
10
台

分
の
駐
車
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

同
時
に
毎
年
５
月
第
２
週
の
土

曜
に
行
わ
れ
る
こ
の
開
山
祭
で

は
、
小
山
さ
ん
の
家
族
ら
が
作
っ

た
、
赤
飯
や
漬
け
物
な
ど
を
登
山

客
に
振
る
舞
う
の
が
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。

頂
上
ま
で
の
道
の
り

　
頂
上
ま
で
４
時
間
、
往
復
７
時

間
健
脚
向
け
の
コ
ー
ス
と
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
頂
上
ま
で
は
長
い

道
の
り
で
し
た
。
登
山
道
は
「
森

の
中
を
登
り
続
け
る
」
と
い
っ
た

行
程
で
す
が
、
開
山
祭
当
日
は
風

が
強
く
、
木
々
が
風
よ
け
に
な
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
頂
上
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
雪
渓

が
残
り
、
こ
の
日
は
季
節
外
れ
の

雪
ま
で
降
る
始
末
。
こ
れ
ま
で
日

留
賀
岳
に
26
回
登
っ
た
と
い
う
坂

内
敏
夫
さ
ん(

塩
原)

に
よ
る
と
、

「
登
り
が
き
つ
い
が
、
頂
上
か
ら

の
眺
め
が
最
高
」
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
こ
の
日
は
眺
め
は
一
切
な

し
。
持
参
し
た
昼
食
を
寒
さ
に
震

え
な
が
ら
食
べ
、
早
々
に
下
山
と

な
り
ま
し
た
。

　
開
山
祭
当
日
は
静
か
な
山
と
呼

ば
れ
る
日
留
賀
岳
に
、
登
山
客
が

集
ま
り
、
少
し
だ
け
賑
や
か
な
山

に
な
り
ま
す
。
ま
た
登
山
口
に
住

み
、
日
留
賀
岳
に
登
る
登
山
客
の

世
話
を
し
て
い
る
小
山
さ
ん
に
、

感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

日
留
賀
岳
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
の

登
山
に
お
す
す
め
で
す
。

参
考
文
献　

栃
木
百
名
山
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク(

下
野
新
聞
社)

塩原の最高峰

日留賀岳が開山

山頂

登山口
(小山氏宅)

林道終点

ナタムロ沢乗越

ア
ス
ナ
ロ
森

南肩

→下山時には山菜の天ぷらやケーキ
が用意され、疲れた体を癒やしてく
れる。
←小山さんも開山祭当日は登山に臨
む。登山道を遮る倒木や草を、避け
たり、持参したなたで切りながら登
山をする。登山道は小山さんや塩原
温泉ビジターセンターの職員らが管
理し、登山客が安全に登れるよう管
理している。　

市内からはもちろん、宇都宮や高根沢のほか、神奈川か
ら訪れた人も。年間約５００人が日留賀岳に登る。

晴れた日の山頂からの眺め。残雪とともに塩
那スカイラインが見える。(2010 年撮影 )

左は山頂に設置してある日留賀岳神社の祠。
雪のため山頂からは何も見えませんでした。

登山道から見える塩原温泉街

5月にまさか樹氷が見ら
れるとは思わず。

アスナロ森の先にある鳥居。
ここから頂上まで約 1時間

開山祭の様子。神主や関係者、登山客が参加し、山の安全を祈願する。

山頂で出会った皆さん
登山図

頂上に近づくにつれ姿を見せる雪渓。この日は季節外れの雪まで降り、厳しい登山となった。

林
道

取材協力　塩原温泉ビジターセンター

鳥居
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マイ・チャレンジ活 動

ところ　
　Ａコース：西那須野庁舎（講座②は消防西那須野分署）
　Ｂコース：いきいきふれあいセンター
対　象　
　子育てサポーター：市民で子育て支援に興味がある人、
　　　　　　　　    子どもと接する機会がある人
　サポート会員　   ：20 歳以上の市民で、心身ともに健       
                          　康で積極的に援助活動ができる人
定　員　各コース 25 人　　　
参加費　無料　　※Ｂコースは託児あり。（要予約）　
申込期限　6 月 26 日㈫
※両コースから講座を組み合わせて受講することもでき
　ます。ただし④の講座は①～③を受講後になります。
申し込み・問い合わせ 　子ども課 (62）7138

講座 Ａコース Ｂコース 内容

① 7 月 10 日㈫
午前 9 時～正午

7 月 19 日㈭
午前 9 時～正午

子どもの発達、健康管
理、事故予防、子ども
の栄養と食生活

② 7 月 10 日㈫
午後１時～ 4 時

7 月 19 日㈭
午後１時～ 4 時 普通救命講習

③ 7 月 11 日㈬
午前９時～正午

7 月 20 日㈮
午前９時～正午

子どもの遊び、保育の
心、市の子育て支援

④ 7 月 11 日㈬
午後１時～ 4 時

7 月 20 日㈮
午後１時～ 4 時

ファミリーサポートセ
ンターについて

　那須赤十字病院開院に伴う患者搬送を右記のとおり行
います。旧病院（大田原赤十字病院）から新病院まで救
急車、自衛隊車両等で移送を実施しますので周辺道路の
混雑が予想されます。

日時：７月１日㈰　午前９時～午後４時頃まで
搬送車両：救急車、自衛隊車両、マイクロバス等
搬送ルート：右図参照
移転後住所：大田原市中田原 1081 番地 4
問い合わせ
大田原赤十字病院　☎ 0287(23)1122( 代 )

　大田原赤十字病院（新：那須赤十字病院）の移転にあわせて、大田原市営バスの運行ルート変更と時刻の改正
を行います。
変更日：平成 24 年７月３日㈫
ルート変更する路線（那須赤十字病院乗り入れ）：大田原市内循環線・那須塩原駅線・金田方面循環線
時刻改正する路線：大田原市内循環線・那須塩原駅線・金田方面循環線・黒羽線・湯津上線
詳細については、大田原市ホームページまたは下記まで。
問い合わせ　大田原市生活環境課　☎ 0287(23)8832

「那須地区夜間急患診療所」を開設します

大田原市営バスのルートが変更になります

　７月１日から大田原赤十字病院は移転し、新しく「那須赤十字病院」に名称変更します。それに
伴い、那須地区の夜間急患診療所を統合し、「那須地区夜間救急診療所」を開設します。

「那須赤十字病院」開院に伴う患者搬送のおしらせ

子育てサポーター・ファミリーサポートセンター
サポート会員養成講座 

那須地区夜間急患診療所　
（那須赤十字病院への併設であり、那須赤十字病院
とは別の医療機関です。）
大田原市中田原 1081 番地 4 那須赤十字病院  
本館１階　☎ 0287(47)5663
診 療 日：毎 日　
診療時間　午後７時～午後 10 時
診療科目：内科・小児科
運営主体：那須地区広域行政事務組合
　　　　　☎ 0287(65)3611

　那須地区の夜間における初期救急医療として行っ
ている黒磯那須地区休日等急患診療所と大田原市休
日等急患診療所は、６月 30 日で廃止となります。

《ご注意》   診療後、症状の程度により那須地区夜間急患診療所から二次救急当番病院に転送になる際には、
　これまでどおり曜日ごとの救急当番病院で受診することになります。
　混乱を避けるために、受診する前には必ず電話をして、詳しい症状をお伝えください。
問い合わせ　健康増進課　☎ （６３）１１００（黒磯保健センター）

子育てサポーター・サポート会員養成講座 那須地区夜間急患診療所
（那須赤十字病院）

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
な
る
た

め
の
講
座
を
同
時
開
催
し
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
？

　
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
子
育

て
の
身
近
な
相
談
相
手
や
協
力
者

と
し
て
市
が
認
定
し
た
人
で
す
。

子
育
て
支
援
に
興
味
が
あ
る
人
や

孫
、
近
所
の
子
ど
も
を
預
か
る
な

ど
、
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
が
あ

る
人
が
対
象
で
す
。
下
記
の
講
座

①
～
③
全
て
を
受
講
し
た
人
に

「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
認
定
証

を
発
行
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　
会
員
同
士
が
子
ど
も
を
預
け
た

り
預
か
っ
た
り
し
な
が
ら
地
域
ぐ

る
み
で
子
育
て
を
支
援
す
る
組
織

で
す
。

　

実
際
に
子
ど
も
を
預
か
る
サ

ポ
ー
ト
会
員
な
る
た
め
に
は
下
記

の
講
座
①
～
④
受
け
、
会
員
登
録

（
無
料
）
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

大田原赤十字病院（旧病院）

本

「
自
分
づ
く
り（
人

格
の
基
盤
づ
く

り
）」
の
一
環
と
し

て
、
中
学
２
年
生

が
１
週
間
程
度
（
連

続
４
～
５
日
間
）、
学
校
を
離

れ
地
域
に
出
て
、
地
域
の
人
々

と
の
関
わ
り
を
主
と
し
た
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  　

あ
い
さ
つ
や
礼
儀
作
法
な

ど
社
会
の
一
員
と
し
て
必
要

な
資
質
を
身
に
付
け
、
感
謝

の
心
を
育
む
な
ど
心
の
教
育

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・

職
業
観
を
も
ち
、
進
路
の
選

択
や
将
来
設
計
に
つ
い
て
自

分
の
生
き
方
、
あ
り
方
を
見

つ
め
さ
せ
る
、
大
切
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

生
徒
の
興
味
・
関
心
に
基
づ

い
て
、
１
日
６
時
間
を
目
安

に
、
職
場
体
験
活
動
、
福
祉

体
験
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
体
験
活
動
中

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に

腕
章
を
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
の
の
ぼ
り
旗
が

立
て
ら
れ
て
い
る
事
業
所
も
あ

り
ま
す
。
生
徒
が
活
動
し
て
い

る
姿
を
見
か
け
た
ら
、
励
ま
し

の
声
か
け
な
ど
皆
さ
ん
の
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
６
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　

西
那
須
野
中
、
箒
根
中
、

　

塩
原
中
の
２
年
生

◇
６
月
19
日
㈫
～
22
日
㈮

　

黒
磯
北
中
の
２
年
生

◇
11
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮

　

黒
磯
中
、
東
那
須
野
中
、

　

高
林
中
の
２
年
生

◇
11
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮

　

厚
崎
中
、
日
新
中
、

　

三
島
中
の
２
年
生

問
い
合
わ
せ

　
　

学
校
教
育
課

（37）
５
３
４
９

　
　

生
涯
学
習
課

（37）
５
３
６
４

な
す
し
お
ば
ら
っ
子
の

　
「
自
分
づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
！

※子育てサポーター希望者は①～③、サポート会員 
   希望者は①～④全てを受講してください。

西西
応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

〈
実
施
予
定
日
〉
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平成24年春の叙勲

　

昭
和
35
年
に
公
立
学
校
教
諭
と

な
り
、県
教
育
委
員
会
学
務
課
長
、

那
須
教
育
事
務
所
長
、
青
木
小
学

校
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
９
年
に

黒
磯
中
学
校
長
で
退
職
。

　

校
長
在
任
中
は
、
自
ら
学
校
通

信
の
発
行
や
教
育
相
談
な
ど
を
行

い
、
地
域
や
児
童
一
人
一
人
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
家
庭
裁
判
所
の
家
事
調
停

委
員
・
参
与
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　
「
今
回
の
叙
勲
受
章
は
出
会
っ

た
全
て
の
人
た
ち
の
ご
支
援
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
35
年
西
那
須
野
町
消
防
団

に
入
団
。昭
和
59
年
同
団
分
団
長
、

平
成
６
年
に
副
団
長
を
経
て
、
平

成
８
年
～
12
年
に
消
防
団
長
を
務

め
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
～
６
年
に
起
こ
っ
た

連
続
放
火
事
件
の
際
に
は
、
夜
警

を
実
施
し
一
連
の
放
火
を
収
束
さ

せ
た
ほ
か
、
平
成
10
年
の
那
須
水

害
の
時
に
は
団
長
と
し
て
消
防
団

に
土
の
う
の
手
配
を
指
示
し
、
被

害
軽
減
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ

今
回
の
叙
勲
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
微
力
な

が
ら
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
４
月
、
黒
磯
市
議
会

議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
17
年

４
月
ま
で
の
４
期
14
年
間
、
市
議

会
議
員
と
し
て
活
躍
、
こ
の
間
、

副
議
長
や
産
業
建
設
常
任
委
員
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

特
に
副
議
長
在
任
時
は
、
平
成

10
年
の
那
須
水
害
の
復
旧
対
策
事

業
に
取
り
組
む
時
期
に
あ
り
「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
復
旧
の
早
期
化
に
意
を
尽

く
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
や
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
受
章
で
す
。
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

旭日双光章
地方自治

相
そ う ま

馬春
は る お

夫氏
高林　79 歳

瑞宝単光章
消防

寺
て ら さ き

﨑瑛
あきら

氏
三区町　69 歳

瑞宝双光章
教育

佐
さ と う

藤秀
ひ で お

夫氏
　 太夫塚　75 歳

　平成 24 年春の叙勲が発表され、本市からは
3 人の皆さんがそれぞれ受章されました。受章
された皆さんの経歴とコメントを紹介します。

平
成
24
年
度

　
広
報
モ
ニ
タ
ー
紹
介

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

　

☎
０
２
８
７
（
63
）
７
９
０
０

　

開
設
時
間 

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

   

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
に
も
有
効
な
た
め
、
国
は
導

入
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
課
題
も
あ
り
、
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

○
課
題
と
補
助
金
制
度

　
導
入
コ
ス
ト
が
高
額
な
の
が
課

題
で
す
が
、
国
な
ど
の
補
助
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
導
入
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
電
力
の
買
取
制
度

　
国
は
太
陽
光
発
電
で
余
っ
た
電

力
を
電
気
事
業
者
が

年
間
買
い

取
る
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
太
陽
電
池
の
期
待
寿
命
は

年

以
上
と
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
屋

外
設
置
な
の
で
定
期
的
な
点
検
が

必
要
で
す
。
故
障
発
見
の
ポ
イ
ン

ト
は
発
電
量
で
す
。

○
ア
ド
バ
イ
ス

　
悪
質
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
点
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

　

・
勧
誘
さ
れ
て
も
契
約
す
る
つ
も

　

り
が
無
け
れ
ば
ハ
ッ
キ
リ
断
り

　

ま
し
ょ
う

　

・
す
ぐ
に
契
約
し
よ
う
と
せ
ず
、

　

家
族
な
ど
に
相
談
し
て
か
ら
決

　

め
ま
し
ょ
う

　

・
前
も
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

　

ど
で
情
報
を
得
て
お
き
ま
し
ょ

　

う

　

・
す
で
に
設
置
し
て
い
る
人
に
尋

　

ね
る
の
も
方
法
で
す

　

・
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

　

取
り
ま
し
ょ
う

　

・
業
者
を
選
定
す
る
ポ
イ
ン
ト
は

　

価
格
、
変
換
効
率
、
形
状
な
ど

　

で
す

　

・
契
約
前
に
契
約
内
容
な
ど
の
重

　

要
事
項
の
説
明
を
受
け
て
お
き

　

ま
し
ょ
う

　
4
月
24
日
、
市
役
所
で
広
報
モ

ニ
タ
ー
委
嘱
式
と
第
1
回
広
報
モ

ニ
タ
ー
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

広
報
な
す
し
お
ば
ら
2
月
5
日

号
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
公
募
し
、
本
年
度
は
次

の
6
人
が
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

委
嘱
者

　

青あ
お
き木
麻ま

り

こ
里
子
氏
、
磯い

そ

信の
ぶ
こ子
氏　

　

櫻さ
く
ら
い井
敬け

い
こ子
氏
、
堀ほ

り
こ
し越
晃あ

き
ひ
こ彦
氏　

　

松ま
つ
お尾

照て
る
か
ず一

氏
、
渡わ

た
な
べ邉

瑞み
ず
ほ穂

氏
　

第 1 回モニター会議の様子

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
広
報
な

す
し
お
ば
ら
に
つ
い
て
の
意
見
や

要
望
を
寄
せ
て
も
ら
う
人
た
ち
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
ま
ち
か
ど
通
信

員
（
愛
称
）
と
し
て
「
ま
ち
か
ど

通
信
」
コ
ー
ナ
ー
の
取
材
や
原
稿

作
成
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

　

第
1
回
会
議
で
は
、
広
報
モ
ニ

タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
主
な
活
動

内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

本
年
度
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
、

さ
っ
そ
く
自
ら
の
意
見
を
出
し

合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
は
、
前

年
度
か
ら
引
き
続
き
参
加
す
る
経

験
者
に
加
え
、
那
須
塩
原
市
に
住

ん
で
数
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
人

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
個
性
や

職
歴
を
持
つ
人
た
ち
で
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
中
に
は
事
前
に
取

材
内
容
や
記
事
原
稿
を
用
意
し
て

い
る
人
も
お
り
、
参
加
者
た
ち
の

熱
意
で
会
議
も
活
発
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
身
近
な
疑
問

や
題
材
、
地
域
の
出
来
事
と
い
っ

た
市
民
な
ら
で
は
の
情
報
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
モ
ニ
タ
ー
の
視
点
か
ら

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

10

20

広報モニター委嘱式

ボランティア募集！

第15回那須野ふるさと花火大会
　開催日　8 月 4 日㈯　午後７時～９時 ( 予定 )　荒天順延
　那須野ふるさと花火大会ではゴミの持ち帰りをお願いしています。
この花火大会は、「まちの将来を託す子ども達に夢と感動を与えるた
め」の理念のもと、「地域の皆様と共に創り上げる」花火大会を目指
しています。子ども達の夢と感動を育むため、ゴミで会場を汚さない
花火大会の実施にご協力をお願いします。

　
　花火大会当日に作業を行うボランティアを募集しています。
　年齢、性別は問いません。団体・個人どちらの参加も受け付けます。
　
問い合わせ　第 15 回那須野ふるさと花火大会実行委員会事務局　
　　　　　　☎ 080-2396-1237

問
い
合
わ
せ   

      

秘
書
課

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
０
９
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就
学
前
児
童
の
放
射
線
被
ば
く

量
を
把
握
す
る
た
め
、
ガ
ラ
ス

バ
ッ
ジ
に
よ
る
測
定
を
９
月
～
10

月
の
２
カ
月
間
実
施
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
か
、

　

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認

　

可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い

　

る
就
学
前
の
児
童
（
測
定
に
同

　

意
す
る
人
の
み
）

調
査
方
法　

個
別
に
ガ
ラ
ス
バ
ッ

　

ジ
を
配
布
し
、
２
カ
月
間
測
定

　

を
行
っ
た
後
、
回
収
し
て
測
定

　

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み　

６
月
22
日
㈮
ま
で
に

　

５
月
下
旬
に
配
布
ま
た
は
郵
送

　

さ
れ
た
申
込
用
紙
を
、　

子
ど

　

も
課
、　

市
民
福
祉
課
、　

総
務

　

福
祉
課
、
箒
根
出
張
所
へ
提
出

　

す
る
か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
用
紙
が
届
い
て
い
な
い
場
合

　

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
　

子
ど
も
課　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
４
２

　　

高
齢
や
障
害
な
ど
で
読
み
書
き

が
困
難
な
人
の
読
み
書
き
支
援
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ア
イ

サ
ポ
ー
ト
那
須
」
が
行
い
ま
す
。

　

郵
便
物
や
取
扱
説
明
書
を
読
ん

で
欲
し
い
、
手
紙
を
書
い
て
欲
し

い
、
郵
便
物
の
整
理
を
し
て
欲
し

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜　

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

黒
磯
図
書
館

問
い
合
わ
せ

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
０
０
７
３

　

介
護
し
て
い
る
人
に
介
護
マ
ー

ク
を
首
か
ら
下
げ
る
ホ
ル
ダ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

介
護
マ
ー
ク
と
は
？

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
、
介
護
中

で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

・
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
さ
り
げ

　

な
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
時

・
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
の

　

ト
イ
レ
で
付
き
添
う
時

・
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を

　

購
入
す
る
時

配
布
窓
口　
　

高
齢
福
祉
課
、　

　

市
民
福
祉
課
、　

総
務
福
祉
課
、

　

箒
根
出
張
所
、
黒
磯
・
西
那
須

　

野
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域 

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　
　

高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
１

　
　

市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
６
２
３
１

　
　

総
務
福
祉
課　

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
１
２

　

人
と
の
会
話
が
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
。テ
レ
ビ
が
楽
し
め
な
い
。

補
聴
器
を
買
っ
た
け
ど
雑
音
ば
か

り
で
効
果
が
思
う
ほ
ど
な
い
。
そ

ん
な
悩
み
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
聞
こ
え
」
の
悩
み
に
つ
い
て

定
期
的
に
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き

　

６
月
24
日
㈰
か
ら
毎
月
第
４
日

　

曜
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ

　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　
（
宇
都
宮
市
若
草
１
―
10
―
６
）

相
談
内
容

　

補
聴
器
相
談
、人
工
内
耳
相
談
、

　

難
聴
者
の
困
り
ご
と
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
中
途
失　

　

聴
・
難
聴
者
協
会

　

 

☎ 

０
２
８
５
（
51
）
１
３
２
５

　

FAX
０
２
８
５
（
51
）
１
３
２
６

  
tcnks58@

sky.ucatv. 

　

   ne.jp

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
対

応
す
る
た
め
、
本
庁
舎
お
よ
び
西

那
須
野
庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
る

証
明
書
自
動
交
付
機
の
使
用
を
２

日
間
停
止
し
ま
す
。

停
止
日

　

７
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰

問
い
合
わ
せ

　
　

市
民
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
２

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
　
「
危
険
物

　
　
　
　

め
ざ
せ
完
封

　
　
　
　
　
　
　

ゼ
ロ
災
害
」

重
点
実
施
項
目

①
地
震
・
津
波
対
策
の
推
進

②
日
常
点
検
の
推
進

③
保
安
教
育
の
充
実

④
経
年
変
化
に
よ
る
流
出
事
故
防

　

止
対
策
の
推
進

問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

　

予
防
消
防
課
☎
（
62
）
０
８
６
４

　

４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が
児
童

手
当
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
６
月
１
日
現
在
の
受
給
者
の

加
入
年
金
の
種
類
や
前
年
分
の
所

得
額
、
児
童
の
養
育
状
況
な
ど
の

確
認
の
た
め
に
「
現
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

提
出
が
必
要
な
人
に
は
、
現
況

届
の
案
内
を
６
月
初
旬
に
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　

下
表
の
受
付
期
日
に
直
接
提
出

　

す
る
か
、　

子
ど
も
課
へ
郵
送

　

し
て
く
だ
さ
い

提
出
に
必
要
な
物

・
現
況
届

・
課
税
情
報
確
認
に
係
る
同
意
書

・
印
か
ん

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

※
転
入
等
で
平
成
24
年
１
月
１
日

　

に
本
市
に
住
民
登
録
が
無
か
っ

　

た
人
は
、
前
住
民
登
録
地
か
ら

　

所
得
証
明
（
扶
養
人
数
、
控
除

　

額
等
の
分
か
る
も
の
）
を
取
り

　

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
配
偶
者
が
受
給
者
の

　

扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
場

　

合
な
ど
は
、
配
偶
者
の
所
得
状

　

況
の
確
認
が
必
要
と
な
る
た
め

　

配
偶
者
の
所
得
証
明
も
提
出
が

　

必
要
で
す
。

　

※
郵
送
で
の
提
出
は
、
送
付
さ

　

れ
た
現
況
届
の
案
内
を
よ
く
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
・
場
所

問
い
合
わ
せ

　
　

子
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
８

　
　

市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
６
２
３
１

　
　

総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
１
２

対
象　

市
民

と
き　

通
年

と
こ
ろ

　

黒
磯
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

年
会
費　

２
０
０
０
円

申
し
込
み

　

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
黒
磯
地

　

区
事
務
局
（
大
木
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
１
４
３
４

　

樹
木
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
病

害
虫
の
防
除
、
施
肥
、
剪
定
技
術
、

草
刈
機
の
操
作
な
ど
、
実
習
を
中

心
と
し
た
講
習
で
す
。

と
き　

６
月
25
日
㈪
～
７
月
６
日

　

㈮
の
土
・
日
曜
を
除
く
10
日
間
、

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

西
那
須
野
事
業
所
他

対
象　

55
歳
以
上
で
就
職
・
就
業

　

意
欲
の
あ
る
人
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
の
求
職
登
録
が
必
要
）

定
員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た
場

　

合
は
選
考
と
な
り
ま
す
）

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
含
む
）

申
込
方
法　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
る

　

申
込
用
紙
で
申
し
込
む

申
込
期
限　

６
月
14
日
㈭
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン　

　

タ
ー
連
合
会

　

☎
０
２
８
（
６
２
７
）
１
１
７
９

　

FAX
０
２
８
（
６
２
７
）
２
５
２
２

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
ー
１

　

市
内
で
農
業
を
営
む
独
身
男
性

と
農
業
体
験
な
ど
を
通
し
て
交
流

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
30
日
㈯
午
前
９
時
45

　

分
集
合

集
合
場
所　
Ｊ
Ａ
な
す
の
東
那
須

　

野
支
店
駐
車
場

対
象　

農
業
に
興
味
が
あ
る
独
身

　

女
性

募
集
人
数　

20
人
（
定
員
に
な
り

　

次
第
締
切
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

内
容　

市
内
の
農
家
で
ソ
ー
セ
ー

　

ジ
、　

チ
ー
ズ
づ
く
り
体
験
や

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
体
験
後
、
懇

　

親
会
を
実
施

申
込
期
限　

６
月
20
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
野
農
業
協
同
組
合
黒
磯
営

　

農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
６
３
３
９

と
き

　

10
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ

　

第
１
会
場　

宇
都
宮
大
学
（
峰

　

キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

第
２
会
場　

と
ち
ぎ
健
康
の
森

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
　

高
齢
福
祉
課
、　

　

市
民
福
祉
課
、　

総
務
福
祉
課
、

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ

　

る
受
験
申
込
書
で
申
し
込
む

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈳
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　

☎
０
２
８
（
６
５
０
）
５
５
８
７

就
学
前
児
童
の
放
射
線
被

ば
く
量
測
定
を
行
い
ま
す

  
お
知
ら
せ

補
聴
器
・
人
工
内
耳
・
難

聴
者
の
相
談
会
の
開
催

「
読
み
書
き
支
援
」
を

　
　
　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

「
上
大
塚
新
田
地
区
」
地
籍

調
査
結
果
の
閲
覧
開
始

那
須
塩
原
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
員
募
集

介
護
マ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

配
付
し
て
い
ま
す

塩

塩

塩

　

平
成
22
年
度
に
立
会
い
調
査
を

実
施
し
た
上
大
塚
新
田
地
区
地
籍

調
査
事
業
に
つ
い
て
、
地
籍
図
の

原
図
と
地
籍
簿
の
案
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
国
土
調
査
法
第
17
条
の

規
定
に
よ
り
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

　

閲
覧
の
結
果
、
誤
り
な
ど
が
あ

る
場
合
に
は
、
こ
の
期
間
内
に
訂

正
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
ず
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

　

閲
覧
期
間
経
過
後
に
、
県
の
認

証
を
受
け
て
法
務
局
に
送
付
し
ま

す
。
法
務
局
で
は
、
こ
の
成
果
に

基
づ
い
て
登
記
簿
の
表
題
部
を
書

き
換
え
、
同
時
に
現
在
の
公
図
に

代
わ
っ
て
新
し
い
地
籍
図
を
備
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

閲
覧
期
間
・
時
間

　

６
月
12
日
㈫
～
７
月
２
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
土
、日
曜
を
除
く
。
た
だ
し
、

　

６
月
30
日
㈯
・
７
月
１
日
㈰
は

　

閲
覧
可
能
。

閲
覧
場
所　
　

農
林
整
備
課

　

※
６
月
30
日
㈯
は
、
本
庁
舎　

　

１
０
１
会
議
室
。
７
月
１
日
㈰

　

は
、
東
那
須
野
公
民
館
。

持
参
す
る
物　

印
か
ん（
認
め
印
）

問
い
合
わ
せ

　
　

農
林
整
備
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
６
１

自
動
交
付
機
が
２
日
間

使
用
で
き
ま
せ
ん

  

募
　
集

婚
活
農
コ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

女
性
参
加
者
募
集

平
成
24
年
度
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

塩 受付場所 受　付　期　日 受付時間

市役所本庁舎
市 民 室 　6 月 19 日㈫、20 日㈬、21 日㈭ 午前 9 時～正午

午後 1 時～ 7 時

塩 原 庁 舎
総務福祉課 　6 月 20 日㈬、21 日㈭ 午前 9 時～正午

午後 1 時～ 7 時

箒根出張所 　6 月 20 日㈬、21 日㈭ 午前 9 時～正午
午後 1 時～ 7 時

西那須野庁舎
100 会議室 　6 月 25 日㈪、26 日㈫、27 日㈬ 午前 9 時～正午

午後 1 時～ 7 時

児
童
手
当
の
現
況
届
を

　
　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

火　災 救　急
建　物 　1 件 交通事故 　43 件
林　野 　0 件 急　病  194 件
その他 　３件 その他 　90 件

24 年の累計  24 件 24 年の累計 1391 件
火災のテレフォンサービス
　　☎０１８０－９９２００９（黒磯地区）
　　☎（２２）０１１９（西那須野・塩原地区）

○ 4月の火災と救急

６
月
３
日
㈰
～
９
日
㈯

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す

塩

植
木
管
理
技
能
講
習

職
場
体
験
受
講
者
募
集
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　

ホ
タ
ル
の
神
秘
的
な
光
を
探

し
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

○
鍋
掛
地
区
内

　

６
月
20
日
㈬
午
後
７
時
～
９
時

　

日
新
の
館
集
合
（
鍋
掛
公
民
館

　

敷
地
内
）

○
二
区
町
地
区
内

　

７
月
11
日
㈬
午
後
７
時
～
９
時

　

二
区
町
公
民
館
集
合

※
各
地
区
と
も
雨
天
中
止
。　

対
象　

市
内
在
住
の
親
子

　

※
未
就
学
児
の
参
加
は
不
可
。

定
員　

各
地
区
先
着
20
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
３

　

植
物
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、

高
山
の
貴
重
な
植
物
を
観
察
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
30
日
㈯
午
前
８
時
～

　

午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
に
午
前

　

８
時
ま
で
に
集
合

対
象

　

小
学
生
以
上
の
市
民

　

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が

　

必
要
。

定
員　

30
人

　

※
初
め
て
の
参
加
者
が
優
先
。

参
加
費　

無
料

申
込
開
始　

６
月
15
日
㈮

　

午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

そ
の
他

　

昼
食
、
雨
具
な
ど
は
各
自
用
意

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
３

と
き
・
と
こ
ろ

　

６
月
27
日
か
ら
毎
週
水
曜
15
回

〈
初
心
者
ク
ラ
ス
・
昼
〉

　

午
前
10
時
～
正
午

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〈
経
験
者
ク
ラ
ス
・
夜
〉

　

午
後
７
時
～
９
時

　

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

中
途
失
聴
、
難
聴
者
お

　

よ
び
そ
の
家
族

　

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無
は

　

問
わ
ず
。
軽
度
難
聴
者
可
。
家

　

族
だ
け
の
参
加
可
。

定
員　

20
人

参
加
費　

無
料

講
師　

宮
田
和
実
氏
（
中
途
失
聴

　

者
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
講
師
・

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
キ
ャ
ス
タ
ー
）

申
込
期
限　

６
月
20
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

　
　
　
　
　

FAX
（
63
）
８
９
１
１

と
き　

６
月
15
日
～
７
月
６
日
の

　

毎
週
金
曜
午
後
１
時
～
２
時
30

　

分
と
こ
ろ　

塩
原
庁
舎
会
議
室

対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

定
員　

10
人

内
容　

介
護
予
防
の
た
め
の
太
極

　

拳
教
室

参
加
費　

２
０
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
14
日
㈭

申
し
込
み

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　

太
極
拳
協
会
（
君
島
）

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
３
５
０
４

問
い
合
わ
せ

　

太
極
拳
協
会(
君
島)

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
３
５
０
４

と
き　

７
月
の
月
曜
・
金
曜
（
祝

　

日
を
除
く
）
の
午
後
７
時
～
８

　

時
30
分
（
８
回
開
催
）

と
こ
ろ　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

定
員　

30
人

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

６
月
29
日
㈮

申
し
込
み

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

問
い
合
わ
せ

　

空
手
道
連
盟(

猪
俣)

☎
０
９
０
（
７
６
６
３
）
５
６
７
３

と
き　

７
月
８
日
㈰
午
前
９
時
～

　

午
後
３
時

と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
体
育

　

館
対
象　

小
学
生
以
上
の
市
民
お
よ

　

び
市
内
勤
務
者

定
員　

30
人

参
加
費　

１
０
０
０
円(

保
険
代

　

含
む)

申
込
期
限　

６
月
29
日
㈮

そ
の
他　

ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館　

　

シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
は
各
自
持
参

申
し
込
み

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ　

　
（
星
野
）　

☎
（
64
）
２
１
４
２

　

低
カ
ロ
リ
ー
で
食
べ
て
も
太
り

に
く
い
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま
す
。

と
き　

７
月
10
日
㈫
午
後
１
時
30

　

分
～
３
時

と
こ
ろ　

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
民

定
員　

20
人

内
容　

短
時
間
で
作
れ
る
簡
単
ス

　

イ
ー
ツ
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
に
つ

　

い
て
の
講
話

参
加
費　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

７
月
３
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
１
０
０

【
黒
磯
会
場
】

と
き　

６
月
13
日
㈬
午
前
10
時
か

　

ら（
雨
天
順
延
。
予
備
日
14
日
㈭
）

と
こ
ろ　

那
珂
川
河
畔
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

　

予
防
消
防
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
８
６
４

【
大
田
原
会
場
】

と
き　

６
月
７
日
㈭
午
前
９
時
30
分

　

か
ら
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

大
田
原
市
蛇
尾
川
緑
地

　

公
園

問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防

　

本
部
予
防
課

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
０
１
６

と
き　

６
月
17
日
㈰
午
前
９
時
集

　

合
午
前
９
時
30
分
開
会

と
こ
ろ　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
弓

　

道
場

対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
他
）

申
込
期
限　

６
月
15
日
㈮

申
し
込
み　

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

問
い
合
わ
せ　

　

弓
道
連
盟
（
高
久
）

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
８
１
２

と
き　

７
月
８
日
㈰
午
前
８
時
20

　

分
集
合
、
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公
園

　

体
育
館

対
象　

那
須
地
区
内
の
在
住
者
で

　

構
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、

　

事
業
所
・
学
校
の
卓
球
部

種
目　
男
子
・
女
子
団
体
の
部
（
４

　

単
１
複
、
４
～
６
人
編
成
。
ダ
ブ

　

ル
ス
に
出
る
選
手
は
重
複
可
）

定
員　

各
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で

参
加
費

　

ク
ラ
ブ
、
事
業
所
、
大
学
生

　
　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生

　
　

１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
22
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
塩
原
市
卓
球
協
会（
八
木
澤
）

　

☎
０
９
０
（
７
８
２
０
）
６
２
４
２

　

FAX
（
64
）
０
２
４
７

と
き

　

６
月
23
日
㈯
、
７
月
28
日
㈯
、

　

８
月
９
日
㈭
、
８
月
25
日
㈯
、

　

９
月
22
日
㈯
の
午
前
９
時
30
分

　

～
正
午
お
よ
び
10
月
６
日
㈯
午

　

前
10
時
～
午
後
３
時

　

※
10
月
６
日
は
学
校
祭
と
同
時

　

開
催
。

と
こ
ろ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護

　

専
門
学
校

問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護

　

専
門
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　関東・東北学生トライアスロン選手権那須塩原大会が開催されます。
　東北学生選手権大会会場（宮城県七ヶ浜町）が東日本大震災で被災し、復旧していないため、東北学生の支援およ
び救済を目的として、昨年に引き続き合同開催となります。アスリートたちの戦いに皆さんの声援をお願いします。
　なお、駐車場はバイクコース沿い青木四区公民館隣りの「青木四区グラウンド」を利用してください。

ホ
タ
ル
観
察
会

沼
ッ
原
湿
原
植
物
観
察
会

難
聴
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

手
話
教
室

空
手
道
体
験
教
室

講　座 と　　き ところ 定員 教材費 申込締切日

フットサル
 8 月 1 日～ 9 月 26 日の毎週水曜（全８回）
 午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分
　※８月 15 日㈬は休講となります。

Joga － bonito
（唐杉 42 － 9） 15 人 500円 7月18日㈬

　対　象　おおむね 40 歳以下の市民または市内に勤務する人　※申込者多数の場合は、抽選などになります。
　その他　教材費のほかに、利用者会費として 1,000 円が必要です
　申し込み　勤労青少年ホーム　☎（７３）５３００（土・日曜、祝日を除く午後 1 時～ 6 時 30 分）
　　　　　　※メールでも可。　 home@nshome.jp　〔住所、氏名、年齢、電話、職業（勤務地）を記載〕
　問い合わせ　　商工観光課 ☎（６２）７１５４

○勤労青少年ホーム講座

2012 関東・東北学生トライアスロン選手権 那須塩原大会

とき　７月１日㈰
スタート時間（予定）   東北男子　午前 10 時
　　　　　　　　　　  女　　子　午前 10 時 05 分
　　　　　　　　　　  関東男子　午後 12 時 40 分
ところ　戸田調整池・鹿遊の里および周辺特設コース

ボランティア募集
　大会を支えてくれるボランティアを募集します。
　対象　20 歳以上の人　　定員　約 10 ～ 15 人
　業務内容　給水等の協力（当日、スタッフから細かい説明があります）

　戸田、青木一区・四区、小結、小結開拓、藤田一区・二区地内の市
道がバイク（自転車）とランの競技コースになりますので、午前 10 時
から午後４時までコース内は交通規制が行われます。

問い合わせ・ボランティア申し込み　    スポーツ振興課　☎（37）5439

戸田調整池
鹿遊の里

青木四区
グラウンド

那須疏水

と青色の道路が交通規制となります。

交 通 規 制 に 協 力 を　≪午前 10 時～午後 4 時≫ ○

●

●

○

○

○
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編
集
後
記

土に生きた彫刻家

南庄作の木彫作品

牛

渡良瀬川

▼
今
年
は
栃
木
県
内
を
は
じ
め
、

日
本
各
地
で
降
雨
や
た
つ
ま
き
な

ど
に
よ
り
災
害
が
起
き
て
い
ま

す
。
梅
雨
の
時
季
に
入
り
降
雨
が

続
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

の
降
雨
（
豪
雨
）
に
よ
る
災
害
に

対
し
て
物
心
両
面
の
備
え
を
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

▼
日
留
賀
岳
に
登
っ
て
き
ま
し

た
。
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
登
山

道
も
管
理
し
て
く
れ
て
い
る
人
が

い
る
か
ら
か
ら
こ
そ
、
歩
け
る
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
も
う

一
度
歩
い
て
み
た
い
山
の
一
つ
に

な
り
ま
し
た
。
次
回
は
晴
れ
た
日

に
登
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
金
環
日
食
を
取
材
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
木
も
れ
日
観

察
を
し
て
盛
り
上
が
り
、
太
陽
が

リ
ン
グ
に
な
っ
た
時
に
は
歓
声
と

拍
手
に
沸
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
も

い
い
で
す
が
、
実
際
の
体
験
を
共

有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

▼
他
市
町
と
合
同
で
行
う
新
人
研

修
に
参
加
し
て
、
高
校
時
代
の
友

人
た
ち
に
再
会
し
ま
し
た
。
懐
か

し
い
話
で
旧
友
と
盛
り
上
が
っ
た

り
、
初
め
て
会
う
仲
間
た
ち
と
交

流
を
深
め
た
り
、
勉
強
だ
け
で
は

な
い
充
実
し
た
１
週
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

鎌 小室遼

　彫刻家として、その名を残し日展の審査
員を務めた南

みなみ

庄
しょうさく

作は、那須塩原市四区町で
農業の傍ら彫刻家として、終生木や土と向き
合い続けました。南庄作は、明治 37(1904)
年に生を受けます。幼いころから才能が開花
し、市立西小学校は当時制作された大小の
《兎》が残されています。昭和 2(1927)年に
は構造社の同人となり、本格的に彫刻の道に
進み、さらに平

ひらくし

櫛田
でんちゅう

中に師事します。昭和
38(1963) 年第 6回日展において《男》が特
選となりました。
　今回紹介するのは、《牛》と《渡良瀬川》、
そして《かそのジサマ》です。南にとって牛
は、生涯において作り続けた作品で、「牛に
始まり牛に終わる」といっても
過言ではありません。《渡良瀬
川》は足尾鉱毒の怒る人々を
題材としています。《かその
ジサマ》は、南の代表作で
縄をなう老父であり
農民の姿ではあり
ますが、思索する
南自身の姿なのか
もしれません。
　南庄作は平成
7(1995) 年 92
歳で他界しま
した。

Museum
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かそのジサマ


